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   Morphological changes in the wall of the seminiferous tubules in the cryptorchid testes 
were studied using light and electron microscopy. Seventy four unilateral and bilateral 
cryptorchids (aged 2 to 37 years) were selected, and biopsied specimens were stained with 
H-E, Azan and Weigert for light microscopic observation. Twenty eight of these specimens 
were also examined by electron microscopy. 
   In the undescended testes,light microscopy showed irregularity and thickening of the 
wall (tunica propria), and the thickened wall strongly reacted to the Azan stain. This 
thickening of the tunica propria was observed to begin at puberty, but was not found 
in the contralateral scrotal testes of the cryptorchids or in the normal testes. The wall 
of the normal adult testes was well stained by the Weigert stain, suggesting the presence 
of elastin. In the undescended testes, however, the wall was not stained in prepubertal 
or pubertal patients, and even after puberty the wall was stained much less than that in 
the contralateral scrotal testes and the normal controls. On electron microscopic observ-
ation, various ultrastructural changes were noticed in each component of the tubular wall; 
basement membrane, fibrous layer and cellular layer. In the undescended testes, the 
lamina densa of the basement membrane consisted of one layer with a serrated outer 
margin throughout the pre-pubertal nd pubertal periods, while after puberty the lamina 
densa underwent marked multiple lamella formation and increased in thickness. In the 
fibrous layer, collagen fibers were highly increased, followed by thickening of that layer, 
which was responsible for the thickening of the tunica propria. This thickening of the 
fibrous layer was already noticed in the undescended testes of 5-year-old cryptorchids. 
The development of myoid cells in the cellular layer during puberty was observed to be 
delayed. 
   The morphological changes occurring in the seminiferous tubular wall of the  cryptorchid. 
testes were believed to be related to the impaired spermatogenesis often found in cryptor-
chidism. 



























対 象 と 方 法
対 象
対 象 は1978年よ り1982年に,当 院 に て治 療 を 受 け
た,片 側 お よび 両側 停 留 精 巣患 者74例で あ る,年 齢 は
2～37歳 で,思 春 期 前45例,思 春 期13例,思 春 期
後16例 で あ っ た(患 者 の 内 訳 は,第1報Table1参
照).
精 巣組 織 は,手 術 時,Charny12)の方 法 に 準 じて生
検 し,採 取 した標 本 は2つ に分 け,た だ ちに 光 顕 用 は
Carnoy液,電顕 用は3%oグ ル タル ア ル デ ヒ ド溶 液 中
に 移 した.全 症 例 の精 巣生 検 標 本 を光 顕 観 察 に 供 し,
そ の 中,2～30歳 に い た る28症 例 で,停 留 側28精
巣,お よび 対 側 陰 嚢 内5精 巣 の計33精巣 に つ い て は電
顕 観 察 を お こな った(内 訳 は,思 春 期 前16例,思 春 期
5例,思 春 期 後7例 で,対 側 陰 嚢 内 精 巣 は,13,16,
19,26,32歳で あ る),正 常 コ ン トロ ール と して,6
例 の 成 人 精 巣 よ り,精 管 結 紮 術 時 に患 者 の承 諾 を得 て
生 検 し,同 様 の観 察 を お こな った,
光 顕標 本 作 製
生 検後,組 織 を た だ ち にCarnoy液中 に 移 し,2峙
間 固 定 後,エ タ ノール系 列 に て 脱 水 し,パ ラ フ ィン
に て包 埋,厚 さ4μ の 切 片 を 作 製 し,HE,Azan-
MalloryおよびWeigert(Krutsay変法)染 色 を お
こな い,鏡 検 した.
電 顕標 本 作 製
生 検 後,た だ ちに 試 料 を0.15Mカ コジ ル 酸緩 衝 液
に てpH7.2に 緩 衝 した3%oグ ル タ ル ア ル デ ヒ ド溶 液
中に 移 し,4℃ に て2時 間 前 固 定 した.前 固 定 後,引
き続 き0.IMリ ン酸 緩 衝 液 に てpH7.2に 緩 衝 した2
%オ ス ミウ ム酸 液 中 で,4℃ で2時 間,後 固 定 した後,
エ タ ノール 系 列 に て 脱 水,エ ポ ン包 埋 を お こ な った.
LKB超 ミク ロ トー ムに て銀 灰色 の超 薄 切 片 を 作 製,
酢 酸 ウ ラ ン溶 液 と クエ ン酸鉛 溶 液 に て2重 染 色 後,日
立HU-11-D型 透 過 型 電 子 顕 微 鏡 に て,可 及 的 広 汎
に わ た り観察 を お こな っ た.な お,厚 切 り切 片 を トル
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はmicropinocyticvesicleが多数 認 め られ る.さ らに
特 徴 的 な 所 見 は,細 胞 質 内 で お もに 辺 縁 に 走 る微 細 線
維(microfilament)であ る(Fig.14),このmicro-
filamentの存 在 か ら,こ の 細 胞 は筋 様 細 胞(myoid
cell)と呼 ばれ る.こ の細 胞 の周 囲 に は,と きに基 底
膜 に類 似 した 膜 が み られ るが,連 続 して お らず と こ
ろ ど ころ 断裂 して い る,さ らに,こ の 細 胞 周 囲 で は
micro丘brilが集 籏 し,と きに 細 胞 膜 に 接 触す る のが
み られ る.も うひ とつ の細 胞 は,い わ ゆ る線維 芽細 胞
で あ る(Fig.11).この細 胞 もや は り精 細 管周 囲に 同
心 円状 に 配 列 し,細 長 い細 胞 質 突 起 を 出 して い るが,
核 は楕 円形 で,ク ロマ チ ンは 少 な い.細 胞 内 小器 官 は
少 な く,micropinocyticvesicleも少 な く,micro-
filamentも認 め られ な い.
わ れ わ れ は,な お,線 維 層 の外 縁 付近 か ら細 胞 層 の
細 胞 間 問 隙 に か け て,低 電 子 密度 の不 整 な 領域 を認 め
た(Fig・15)、この領 域 は さ ま ざ ま の広 さを 有 し,層
状 か ら斑 状 の 不 規則 な形 を示 し,内 部 は無 構 造 で線 維
様 の もの はみ られ な い が,周 囲に はmicrofibrilがこ
の 領域 を と り囲 む よ うに 存 在 して い た.
2.停 留 精 巣 の精 細 管 壁















症例では,す べて,外 層は多層化し,層 が ユ0層以上








































































内層(1aminalucida)tlこつ い ては,小 児 例 で も成
人例 で も,ほ とん ど厚 さに 変 化 は な く,対 側 陰嚢 内 精
巣,正 常 成 人 精 巣 と も差 は認 め が た い.外 層(lamina
dcnsa)は,思春 期 以 前,思 春期 後 期 で は,部 分 的 に
肥 厚 を示 す こ と もあ るが,総 じて肥 厚 しな い.し か し,
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られるようになり,セル トリ細胞内,と きにセル トリ
細胞間の接合部に突出してゆく.膠原線維も小児期に








共通 していた.筋 様 細胞の形態的特徴は,細 胞質の





の形 態 的 相 異点 は あ る よ うで あ る が,し か し,多 くの
研 究 老 に よ り,筋 様細 胞 は 一般 にcontractileele-
mentと考 え られ て い る1～3).また,Straus&Kao22)
(1968)は,免疫 組 織 学 的 に,ヒ トの筋 様 細 胞 の細 胞
質 内fine-filamentはactomyosinであ る こ とを 示
して い る,以 上 の ご と く,筋 様 細 胞 が 精 細 管 壁 収 縮
に 関与 す る こ とは 強 く示 唆 され て い るが,Bustus-
ObregoniO)は動 脈 壁 の平 滑 筋 細 胞 が,コ ラ ー ゲ ン,
エ ラ ス チ ン,平 滑 筋 線 維 基 底 膜 様 物 質 を産 生 す る23)
よ うに,精 細 管 壁 の筋 様 細 胞 も さ ま ざ ま の 精 巣 間 質成
分 を産 生す るmultifunctionalcellであ ろ う と述 べ
て い る.Hadziselimovici7)は,筋様 細 胞 は 思 春 期 に
性 ホ ル モ ンの影 響 下 で 線維 芽 細 胞 よ り発 達 す る もの と
示 唆 した が,実 際Hovattaig)は,筋様 細 胞 の 分 化 は
ア ン ド ロゲ ンの コ ン ト ロー ル下 に あ り,cyproterone
acetateがこの 細 胞 の 分 化 や 機 能 を 抑 制 す る と い い,
またBustus-Obregon&Courot24)(1974)は,下垂
体 除 去 ラ ッ トお よびcyproteroneacetate投与 ラ ッ
トで の,筋 様 細 胞 の線 維 芽 細 胞 様 細 胞 へ の退 行 を報 告
して い る,microfibritは,広く ヒ トや 動 物 の さ ま ざ
ま の組 織 に お い て,膠 原 線 維 や 基 底 膜 と関 連 して認 め























































































































































































































稿を終 るに臨み,さ まざまの御協 力,御 教示をい ただい た
名古屋 市立大学医学部第2解 剖学教室 山田和順教授,な らび
に当教室員 諸兄に深 く感謝致 します.
なお,本 論文 の要旨は,第27回日本不妊 学会総会(1982年

































8)湯 沢 純 治=精 細 管 周 囲 組 織 の 電 子 顕 微 鏡 的 研 究.





















































































29)欄 芳 郎 ・三 宅 弘 治 ・三 矢 英 輔=特 発 男 子 不 妊 症
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